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京都府立大学文学部教授
男女共同参画推進室 副室長

野口 祐子

京都府立大学では 2013年 10月に男女共同参画推進室を立ち上
げて以来、女性研究者が出産・子育て・介護などのライフイベ
ントと研究の両立をはかれるように、研究支援を行ってきまし
た。また、若手女性研究者のスキルアップに役立つイベントや
情報提供をおこなっています。この冊子もそのひとつです。

本冊子は、女性研究者ロールモデル集の第１集です。本学の教
員・共同研究員・卒業生・大学院生の生の声を皆さんに届けた
いという意図で企画しました。子育て真最中で時間のやりくり
をしながらも、研究の面白さを実感している女性、企業で働い
た経験を活かして研究者の道を歩む女性、重責をしなやかにこ
なす管理職、これからキャリアを積み上げていく大学院生等、
彼女たちの経験と生き甲斐をお伝えします。

本冊子を読んで、皆さんのロールモデルになる女性が身近にい
ることを知ってください。これが女性研究者・社会人の働きぶ
りとワクワク感を身近に感じ、みなさんのキャリアの可能性を
広げるきっかけとなれば幸いです。

最後になりましたが、本冊子を刊行するにあたり、寄稿者の
皆様、作成にご協力いただいた皆様に厚く御礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年 3月
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